
 

 

 

 

 

■2 学期のスタート 

 

■共通テストの出願が始まります 

大学に入学するに

はもちろん入学試験

に合格することが必

要ですが、同時に出願

から入学までにはい

くつもの「手続き」が

あります。そして大学

入学を希望するほと

んどの受験生にとっ

て、共通テストの出願

は最初の「手続き」、大

学進学への第一歩と

なります。本号では、共通テストの手続きを中心に、大

学入試のおおまかな流れについて解説します。 

大学入学共通テスト（以下「共通テスト」）は、大学

入試センターが行う試験で、国公立大一般入試を受験す

る生徒はもちろん、学校選抜型入試や多くの私立大学の

受験（共通テスト利用型入試）でも課され、全国で50万

人近くの生徒が受験する最も大規模な試験といえます。 

共通テストを受験しようとする受験生（高校生）は、

まず大学入試センターHPで公開されている「受験案内」

に基づき「マイページ」を作成し（７月に完了）、その

後マイページから受験科目の登録、受験料の支払い等す

べて web 上で行うことになります（３年生は１８日に

学校で実施します）。登録時には受験生の氏名等に関す

る情報に加え、共通テストの受験科目も登録することに

なります。登録していない科目については、受験本番で

突然受験するということは認められていません（変更手

続き期間が設定されています）。 

つまり、この出願期間で「どの科目を受験するか」を

確定させておく必要があるわけです。登録に不備等があ

ると受験に支障が出ることもありますので絶対に間違い

が許されない手続きでもあります。締切は１日でも過ぎ

ればもう受付はしてもらえませんので日頃から忘れ物や

遅刻癖がある人は要注意です。今年度の共通テストは１

月１６日（土）、１７日（日）の２日間で行われます。

受験会場は大学入試センターから指定され、前女ではこ

こ数年は前橋女子高校会場で受験しています（ただし、

今年度以降の共通テストも前女で受験できるかどうかは 

 

 

分かりません）。下の時間割を見ても分かるように終了

は２日間とも１８時前後となり、非常にハードなスケジ

ュールです。 

ＭＪ進路通信：「進路指導室から、未来へ」      

～ようこそ、アップデートされた 4年目の案内所へ～     前橋女子高校進路指導部 
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３年生は既に共通テスト模試を受験していますので共

通テストがどのようなものかは分かっているはずですが、

特徴としては次のようなことが挙げられます。 

①国公立大一般入試を受験する生徒には必須の試験  

  国公立大一般入試の合否は共通テストの成績と個別

試験の成績の合計で決まります。配点比は大学ごとに

異なり共通テスト重視の大学もあれば個別試験重視の

大学も。一般的には、難関大と言われるような大学は

個別試験の配点が高い傾向にあります。国公立大学を

目指すにあたっては、さまざまな業者が作成している

ボーダーラインが目安になりますが、そこでも「共通

テスト○○％」のような形で提示されています。 

②私大や推薦入試で受験が必要になる場合がある  

  私立大の受験方式は様々で、その中でも「共通テス

ト利用方式」と呼ばれるものもあります。これは、大

学が指定した教科・科目の共通テストの得点で合否を

判定するものです。実際に大学に出向いて受験をする

必要がないので負担は少ないですが、手軽なこともあ

り倍率は高くなる傾向にあります。 

 

③自己採点により出願する大学を決めないといけない  

  共通テストの得点は自己採点でしか判断できません。

受験校の決定は「自己採点結果」に基づき行うため、

自己採点が不正確だと合格の見込みが全く異なるもの

になります。過去には１教科で 50点近くのミス（誤

差）があった人もおり、こうなると受験プランは台無

しです。模試のたびに自己採点を行うのはそのためで、

日頃から正確な自己採点を意識することが大切になっ

てきます。（写真は昨年度の共通テスト入場の様子） 

■「大学入試の基礎用語」（第 4 回：志願理由書）～先生、書くネタがありません（涙！！）～ 

大学入試の出願の際、特に学校推薦型選抜や総合型選抜においては「志望理由書」の提出が求められる場合があり

ます。「志望理由書」とは、文字通り「その学校（学部・学科）に入学したい理由」について記した書類のことであり、

最近は一般入試でも提出を求められるケースも増えています。入学したい理由に加え、「将来の希望」や「この学校で

特に取り組みたいこと」などを記入することもあり、もちろんその書類自体が評価の対象となるほか、面接試験等に

おいてはその志望理由書を踏まえて質問されることもあります。 

 志望理由書を書くにあたっては、その大学を目指すきっかけのみならず、その目標のために今までどんなことを頑

張ってきたのかもアピールする必要があります。一朝一夕に書けるものでもないので、１・２年生の皆さんも一度自

分の志望校について深く考え、一度志望理由書を書いてみてはどうでしょうか（志望校へのラブレターのようなもの

です）。改めて自分の気持ちを整理することで志望校への思いが大きくなるかもしれませんね。 


